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２
温州ミカンの施設栽培における高品質果実

の多 収1生産技術．．

(1)温州ミカンの早期加温栽培における夏季ぜん

定時期とピーエー液剤の利用法

分類 ①

試験研

究年次
63～2年（完了）

８
曲
■

Ｉ目的

温州ミカンの夏枝結果母枝利用型の１２月上旬に加温を開始する栽培で、

せん定時期が結果母枝の充実程度に及ぼす影響、並びにピーエー液剤によ

る発芽促進法を検討し、安定生産技術硫立に演する。

Ⅱ試験方法

１夏季せん定の時期と加温後の発芽及び着花

63年７月１５ 、 ３０日、８月１５日に、場内露地で栽培した６年生山川早生を

全摘果とせん定を行い、結果枝となる夏枝を発生させて１２月１日から最

低温度２０℃のガラス室に搬入して加温した。

また、１年は７月１１，２１，３１日、８月１０日に同７年生山川早生のせん定

を行い、１２月５日から最低温度20℃のガラス室に擬入して加温した。

２夏季せん定時のピーエー液剤散布による発芽促進

2年７月１７日、場内鉢植えの２年生石塚早生をせん定し、ピーエー液剤（

ペンジルアミノプリン）を200倍及び400倍で散布した。散布時期はせん

定当日とせん定６日後の区を設けた。

散布量は17OCC／1樹、ｌ区1樹３反復とした。

Ⅲ主要成果の概要

12月上旬に加温開始する温州ミカンの栽培においては、優良な結果母枝

を確保するためには７月中旬までに夏季せん定を実施する。結果母枝とな

る夏枝の発生が不足するおそれがある場合は、ビーエー液剤を散布すると

発芽が早まり、夏枝の発生数も多くなる。

１７月中旬～８月中旬に夏季せん定を行う場合、せん定時期が早いほど

１樹当たりの枝数及び葉数は多くなり、緑化期も早くなって結果母枝が

充実する。

２１２月上旬に加温を開始する場合、７月中旬までに夏季せん定を実施す

ると加温後の発芽が良好で、開花は揃い着果数も多くなるが、７月下旬

以降のせん定では発芽及び着花数が不足する。

３夏季せん定時にピーエー液剤を散布すると夏枝の発生が増加して葉数

が多くなる。せん定後６日頃の萌芽直前に溌度400倍で散布するとよい。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

発
芽
率
（
％
）

翫窯羨謡総塗論三司卿禰鍔論『‐
吋期葉数葉数Ｗh葉率莱数発芽期緑化則発生本数長さ葉数本数

枚枚％枚月/日月句木ｃ、枚木
７月11日1,058６６５３７１，５Ｍ７/２２８月下旬３４３６７１２

７月21日１，１９７．５５３５４－１，３３２７/３０９月上旬236５８１１
７月31日１，２７１６６８４７１，１３１８/１０９月上旬２２２８７２６
８月10日1.239６６０４７１．１５１８/２０９月下旬２２１５７１３

8０

6０

4Ｕ

2０

ロ

注）

「

９月上旬

９月下旬

せん定前後の葉数、夏枝発生本数、秋梢木数は1樹当たり

７ノ１１

第１図

、q、ロ ｜
』》

、．
､

｡．-．発芽率
麺 有 葉 花

口直花

、

｡､．
、一

ウーの＝

Ｗ２１７/３１

せん定j弓巳

■〆●〆●
＝０

Ｗ1０

司
1００ＵＯ

０
０
０
０

８
６
４
２

着
一
花
数
（

遥

着
花
数
（
花

６０

4０

～〆２，

０ ０
！

，
、
。
、
。

7/１５

、；
、

●
、
．
、

●
、
．
、

、

、
■
、
、
。

旨
数
数

花
果

着
着

『-当一一T･~一・千＝=弓=＝］
７/３Ｄ

せＡ,定月 臼

8ノ1５

せん定時期と加温後の第２図せん定時期と加温後の

発芽及び着花数(1年）着花及び着果数(63年）
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－第２表夏季せん定時のビーエー液剤散布が新梢発生に及ぼす影響（2年）
ビーエー液剤散引1匹旧粟数発生旧葉1薬発生発芽まで新梢の新梢の

＝ ■ ー ■ ■ ＝ 凸 － － － ． １ － 生 ． 。 ＆ ＝ ‐ ａ凸■■■‐一一一‘坐巳．▲．．●凸一・●｡。一．－令a全＆一一一一単一色，

木 日枚枚 枚枚ｃｍ２ｃｍ

せん定当日200倍４２６２４８２４８１．０６５９１０６
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せ ん 定 6 日 後 2 0 0 倍 ３８６２１２２３３１．１５５１４１０８
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Ｖ成 果 の 評 価 と 取 扱 上 の 留意点

１温州ミカンの早期加温栽培において、優良な結果母枝硫保のための技
術として活用でき、栽培暦に記載する。

２切り返しせん定は発芽が不揃いとなりやすいため、間引きせん定を主

体とした夏季せん定を実施する。

.Ⅵ今後の研究上の問題点

ピーエー液剤を連年散布した場合の樹勢等への影響

Ⅶ喪 料名

１６３～2年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成績書
２元～2年度常緑果樹試験成績概要集（農林水産省編）


